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   失敗を通して(Ⅰサムエル記4:1-11)
いま私たちは、マスクが買えない大変なときを過ごしています。ひとりひとり十分に気をつけていただきたいと思います。と同時に、こういったことは聖書に預言されているとおりですので、こういうことを見るたびに、いまこそ伝道の時代、世界福音化の時代であり、それが進んでいるということを、改めて信者として、また、教会として覚悟を新たにするときにしないといけないと思います。
サムエルの言葉がイスラエル全地に渡っていったと言われています。しかし、そのサムエルのこと、また、サムエルの言葉がまったくいまのところは影響力を持たない状況です。そのような状況なので、実はⅠサムエル3：1のままの状況でしょう。「主のことばはまれにしかなく、幻も示されなかった」。士師記の末期の状態がそのままだったときに、イスラエルはペリシテ人と戦争することになります。そこでイスラエルは完敗するようになります。イスラエルの人は神様に訴えました。「なぜ私たちは、ペリシテの兵隊にこのように完敗したのでしょうか」と。その時にある人が、「契約の箱があるのではないですか」と話し、「ああ、そうだ。契約の箱を私たちのところに持ってくると私たちは勝つだろう」ということになり、神様が契約の箱はここにと定められたところからその契約の箱を持ってきて、イスラエルの陣営の真ん中に置くようになりました。その噂をペリシテの人が聞いてこれは大変だとなります。その契約の箱を担いでイスラエルがどのような奇跡の勝利を治めていたのか、その噂を聞いていたので、ペリシテの人たちがそこで引いたわけではなく、むしろ、だからこそより頑張ろうとなってしまい、結果的にイスラエルとペリシテが2回目の戦争をすることによって、イスラエルの期待とは裏腹に、イスラエルがもう一度完敗することになり、契約の箱も奪われることになってしまいます。

なぜイスラエルは、失敗してしまったのでしょうか。気がついて契約の箱を陣営の真ん中に持ってきたのにも関わらず、なぜイスラエルは負けてしまったのでしょうか。言葉を変えますと、なぜ人々は、人生に失敗するのでしょうか。そして、信者は、なぜ失敗してしまうのでしょうか。何が失敗なのかと言われると、またややこしくなりますが、とにかく人生に失敗というものが願ってもいないのにやってくるわけです。それをどのように理解するかによって、その次がまったく違ってくるようになります。

一般的に人々は、失敗のことをこのように理解します。環境があまり良くないから。周辺の環境さえ私の味方になったり、また、少し有利になれば成功しただろうと思うけれども、環境がそうではなかったから。それは一理のある話だと思います。また、ときがあまり良くない。この時代と私と合わない。時代が私のことを理解してくれないという人もいます。それももちろん一理のある話でしょう。それから、なぜ失敗するのかについて、出会いが間違っているからなのだと言う人もいます。この旦那さんと出会わなければよかったのに、この奥さんでなければ良かったのに。この会社でなければ、私はよりうまく用いられたはずなのになどなど、その出会いのせいにする場合があります。それももちろん事実なのです。それから、私は元々、生まれたときから才能などは他の人に比べるとあまりなかった。成功するための実力などは私に欠けていた。だから、失敗するしかなかった。それももちろんそのとおりだと思います。あげくは、運がないからと言う人も少なくありません。その他にもいろいろな見解を述べます。それがまったく嘘とは考えられません。一理のある話です。しかし、そのような理解をしている限りは、次にしっかりと正しく進むことは無理です。
今日の聖書を通して、信者の私たちは、世の中でなんと言おうが、誰がどういう見解を述べようが、私たちは神のみことばに立って、しっかりと心に留めて置かなければなりません。人生の失敗はキリストがないからです。サムエルの言葉が全地に渡っていたのに、それがまったく通用していなかった。士師記の末期の状態のままだということは、キリストがないということなのです。そのまま何が理由なのか分かりませんが、喧嘩しようか、戦おうか、戦争しようかという思いになりました。けれども、思い通りにいかなかったという結果を私たちは見ているわけです。元々、人間は、創世記1：27にあるように、神のかたちに造られて、神様に祝福されて、神様とともに、という存在として造られました。それなのに、ご存知のように創世記3：1-5のところで、人は神を裏切り、神様との約束を破って、悪魔の誘いに乗ってしまい、罪を犯してしまいました。それで神様を離れることになります。人が神様を離れるようになったということが、どういうことなのかと言いますと、一言でヨハネ8：44、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものである」のです。願ってもないけれども、罪を犯して神を離れた結果、悪魔に属して、悪魔が父となる存在になってしまいます。「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものである」とはどういう意味なのかと言いますと、エペソ2：1にあるように、それは神様と完璧に遮断されて、いのちの根源である神様からまったく切り離された状態なのです。その結果、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものである」となりました。つまり、神を離れたということは、エペソ2：3、「生まれながら御怒りを受けるべき子ら」として生まれ、つまり、生まれたときから滅びる運命を抱えて生まれて生きる者になってしまったということです。これが神を離れたということです。その結果、エペソ2：2にあるように、生きることが右に転んでも左に転んでも、神様が嫌われることばかりするしかありません。神に敵対することしかできない人生を送るようになります。悪魔が作り上げた世の流れ、世の風習に従い、悪い人間は悪いなりに、優しい人間は優しいなりに、人格のあるものはあるものなりに、ないものはないものなりに、結果的に神から離れて、神を遠ざける、神を否定する、神に敵対する、そして、神様が嫌われる道を歩むしかありません。一生懸命、頑張る人も、結果的にはその方向しか道はないわけです。悪ふざけの人間もそのようになるしかありません。人生そのものが悪魔、サタンに捕らわれているわけです。最終的には、ヘブル9：27、「人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっている」。永遠の滅びの運命が定まっているものです。ですから、実は人生そのもの生きることが、基本的にはマタイ11：28、疲れて、重荷を負って生きるというのが基本なのです。その中で、ちょこちょこそうじゃないかのように感じる時はあるかもしれませんが、基本、人生そのものは疲れて重荷を負うしかない人生を送るしかありません。

つまり、人間というものは、失敗の運命を抱えて生まれてきたのです。そして、その失敗の運命というものは、人間自ら抜けられないものであるし、また、何をどうしても絶対、解決不可能なものです。ですから、人生の失敗というものは、何かがどうしてではなくて、いつ、どのように失敗するかということが残っているだけなのです。人それぞれどのように失敗するのかが残っているだけです。失敗の運命を抱えて生まれたものだからです。神を知らないこと、神様を離れたということを、小さく軽く考えてはいけません。クリスチャンなのに、失敗、あるいは成功を見る見方が世の中の人とあまり変わらないわけです。失敗は何かをしたということ以前に、その運命を抱えて生まれた者なので、どのように失敗するのか、いつ失敗するのかだけが、残っている課題なのです。このような失敗の運命に捕らわれている人を神様がそこから助けること、その道を備えられたわけです。神様以外には不可能な問題ですから、神様はすべての問題の元凶である悪魔を踏み砕いて勝利する道を備えられました。そして、そのきっかけとなりましたどうしようもない人間の罪を完璧にきよめられ、その道を備えられたわけです。そして、元通りに神様と出会い、神様と一緒になることができるいのちの道を備えられました。その道の名前がキリストなのです。失敗の運命を抱えて生まれてきて、失敗の人生を送り、永遠の失敗に陥るしかない人間が、そこから助かる道はキリストのほかにはありません。神様はキリストを通して、失敗の運命から引き上げられて、希望の人生に移ることができるように憐れみを私たちに与えられました。誰でもキリストのほかには道はありません。どんなに頑張っても、この滅び、失敗の運命から抜け出すことはできません。しかし、誰でもキリストを通して、この失敗の運命を終わらせて、希望の人生に変えられるように神様は備えていらっしゃるわけです。ですから、なぜ失敗するのかというと、環境のせいや時のせいや出会いのせいや才能のせいではなくて、失敗の答えであるキリストがないから人生は失敗するわけです。正確に申し上げると、失敗のままなのです。わたしがあなたがたをさばくために来たわけではない。もうすでにさばかれているからと、イエス様がおっしゃいました。つまり、人生の失敗は、私たちがいままで思っていた理由ではなくて、世の中でいろいろな人がいろいろ述べている見解ではなくて、キリストがないからなのです。

「私はキリストを信じます」「私にはキリストがいますけれども」という人がいるでしょう。そういう場合の人生の失敗は、キリストを間違って理解しているからです。イスラエルの人は、契約の箱があれば勝利するだろうと思いました。その契約の箱を移動したのです。移動してはいけません。契約の箱は、キリストを表すもので、キリストに対しての理解が間違っているということなのです。それから、その契約の箱そのものを勘違いしていたわけです。それが私たちの真ん中にあれば勝利するだろうとごりやく的に理解していたわけです。まるで契約の箱が、他の宗教で見られるお守りのような感じ、魔除けのような感じ、呪術のような感じで取り合っていたわけです。だから、そこに勝利は期待できません。いまでもキリストのことを政治的なヒーローのように扱う場合があります。ときにはキリストのことを神秘主義的に神秘的な奇跡の主のように扱う場合があります。また、エレミヤのように、博愛主義的にキリストを理解する場合があるし、また、教師のように、つまり、律法的な観点でキリストを理解する場合があります。一番多いのが、キリストをごりやくに良い、それに役立つものとして理解する場合があります。教会の中でも。しかし、キリストはそのために十字架にかけられたわけではありません。そのために神様が私たちにキリストを約束されたわけではありません。キリストは人の霊的な問題のゆえに、つまり、根本的な問題のゆえに私たちに送られてきた方です。一言で申し上げると、キリストは悪魔のしわざを打ち壊すために私たちに遣わされてきたメシヤ、救い主になるわけです。だから、キリストは最初から約束されたように、創世記3：15に書かれている、蛇の頭を踏み砕いて勝利なさる女の子孫、それがキリストなのです。それが実現されました。ヨハネ3：8、「神の子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです」。政治のヒーローでも、奇跡でも、涙でも、この悪魔のしわざには通用しません。クリスチャンの皆さん、目覚めてください。そのためにヘブル10：12、キリストはご自分を一つの永遠のいけにえとして神様にささげて、罪を完璧にきよめられる方です。その結果、ヨハネ14：6「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。神様と出会う道、いのちとなられた方です。キリストを正しく理解しないと、教会に通い、キリスト、キリストと名前を呼んでいても悪魔には勝てず、霊的な問題は解決しません。どれほど自分でまじめに道徳的に、品格の面において鍛えて頑張ったとしても、悪魔にはこれっぽっちも役に立たないのです。それを無視するという意味ではありません。順番が間違っているのではないでしょうか。彼らは契約の箱さえ、私たちの真ん中にあれば、キリスト、キリストと名前を呼べばいいだろうと思っていたのですが、そのキリストの意味がまったく違うので、それはもうキリストではないのではないでしょうか。つまりキリストは、人生の問題に対する唯一の答えであり、と同時にすべての問題の解決者です。すべてを完了しました。どこに同じ類を見ることができるのでしょうか。何者と比べることができうるのでしょうか。皆さんのキリストに対する理解が、ほんとうにこのような理解なのでしょうか。パウロのように、いままで自慢して誇りにし頼りにしていたすべてが、キリストの前ではちりあくたになるしかない、すべてを下ろして捨てる、キリストをそのように理解できていらっしゃるのでしょうか。そうでなければ、もしかしてキリスト、キリストと呼んで、教会に通えば少しごりやくがあるのではないかということで教会に通っていらっしゃるのでしょうか。それを責めるつもりはありません。ただ明確に申し上げますが、そこに効果はありません。教会はそのような期待を求めて来るところではありません。もちろんキリストの中には霊肉ともに経済やすべての面において勝利の祝福が隠れていますが、それとこれとは別の話です。それはキリストを正しく理解して、残りの生涯をUターンして方向転換してイエスの証人、神の国のために生きるとなったときに伴われるものなのです。それ以前にキリストを自分勝手に、自分の願いどおりに、自分の欲望を満たすために理解して求めているので、イスラエルの失敗のように、クリスチャンでもやむなく失敗を経験するようになるしかないでしょう。

改めて申し上げましょう。なぜ人は失敗するのでしょうか。なぜ信者なのに失敗を経験するのでしょうか。ここで明確に迷わずに失敗の原因は、いままで私たちが思っていたことではなく、キリストがないから、キリストの理解が間違っているからです。この告白の時にサタンが踏み砕かれ、神様が長い間隠していた祝福が現れるようになります。サタンがいつ踏み砕かれるか、そのタイミング、そのポイントをしっかり握らないといけません。いままでは環境のせい、出会いが悪いから、旦那さんのために、才能の無さのゆえに、いろいろなことを思っていたのですが違います。本当はキリストがないからです。

私も小さい頃、家庭環境にいろいろな問題があったので、いつも頭の隅っこの方に、他の友達とこの部分が違うから、もしこれさえ違っていたら私はもっとうまくいっただろうという思いがいつもあったのですが、それはずっと空回りするのです。何かの泥沼から抜け出せないような状態がずっと続いていたわけです。ある日、福音のメッセージが分かるようになりました。神の恵みによって。振り返って、お母さんが早く死んだせいでもないし、家庭環境がぐじゃぐじゃだったせいでもない。そうならばヨセフは何回も自殺したでしょう。キリストがなかったのだね。私が神を離れていたからなのだねと気づきました。信者になってからももちろんです。教会が悪いから、システムが悪いから、元々、私にはこれぐらいしかないからといろいろ思っていたのですが、キリストがどういう方で、いまも生きておられる方であり、キリストがすべてであるということが分かっていないから、さまよいつつ、迷っていることではないのかということに気づいたわけです。そのことを心の中心から素直に告白し認めることだけで霊的に勝利を得られるようになります。

そして、その時に私たちはこのような契約を、福音をしっかり心に留めるようになります。失敗は、実はキリストと出会うために神様が許されたものだと。失敗はキリストを正しく理解するために神様が許された、神様の導きだったのだねと。このように真心から告白する時に、サタンが踏み砕かれて、神様が長い間、隠しておいた伝道の祝福の門が開かれることを体験するようになるでしょう。神様が失敗を通してでもキリストと出会うようにして、まことの救い、永遠のいのちの祝福に預かることを勧めていらっしゃいます。神様は信者の失敗を許されてまで信者ひとりひとりが残りの生涯、キリストOnly、神の国Only、聖霊Only、イエスの証人Onlyの人間として、残りの生涯を生きることを望んでいらっしゃいます。それこそが勝利であり、それこそが成功であり、それこそが幸せだと神様がいちばんよくご存知で、信者の私たちを祝福しようとしていらっしゃるからです。失敗を通して私たちは改めてキリストの方にすべてのフォーカスが集められて、キリストOnlyの人として整えられて、残りの生涯、自分の能力と関係なく、神様が開かれる勝利の、成功の祝福を味わうことを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。世界中が騒いでいる今日この頃、クリスチャンの私たちは、そういうときこそ聖書のみことばにしっかり立って、いまこそ伝道の時代、世界福音化の時代であることを改めてしっかりと心に留めて、キリストに集中することができるようにひとりひとりを憐れんでください。そして、特に失敗を通して、失敗にとどまらず、あるいは失敗に捕らわれることなく、キリストの方に導かれるように。キリストが明確になり、キリストがOnlyとなり、キリストがすべてとなるすばらしいきっかけとなる失敗になるようにひとりひとりを祝福してください。聖霊様の導きを祈りつつ、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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